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昨年の秋「三内丸山遺跡」を訪ねました JR青森駅からすぐ南西約 3k mの市街地端に

あります。平成 6年、直径 2mの巨大柱穴と太い「クリ」の本柱がみつかり遺跡発掘のニュ

ースが全国に流れました。径 lmを越えるクリの柱は、東大寺大仏殿の柱と同じくらいの大

さです。その本柱はどのくらいの高さがあったのだろう?と思つたものです。その後膨大

な発掘資料が出上し解析され、縄文遺跡から多くの発信がなされました。

^縄文時代というのは、およそ一万三千年前～二千数百年前までの、一万年にわたる期間

を指し、前期、中期、後期に分けられています。この遺跡は、中期 (およそ五千年ほど齢

から千五百年ほど続いた住居遺跡と解明されました。昔私達が習つた「縄文人」のイメー

ジは、毛皮をまとい、山野に獲物を追い、その日暮をしている貧しい 。未発達の人々像で

した。しかし実際は、狩猟、採集の日々とともに、人工林的クリ林を管理し、貯蔵施設を

持ちエゴマ、ヒエなど栽培植物があり、定住生活を営む。集落を営み集団生活を構成して

いたことなどが明らかにされ、これまでの常識が覆されてしまいました。クリ林を管理し

ていたことは、出土したクリの実を摩りつぶし、DNA鑑定することから立証されたそう‐

です。本柱に使われた六本の巨木クリは、建造物を作るために集められたもので栽培種と

は別であることも判つています。径 lm余、長さ20mほどの本柱の建物は、現代の 6階建

てのビルに匹敵します。縄文の音にいかようにして運ばれ、加工され、建築されたのか興

味は尽きません。クリの本は、立ち本のときは虫が付きやすかつたり、時として腐つたり

しますが、製材された後は、水や虫に強く、最も腐りにくい材であるといわれています。

五千年もの音に、そうしたことが体験的に知られ巨大建造物に使用されていた事に驚き感

心するのです。

クリの本は、成長が早く日本の国土に合う樹木の一つでしょう:と くに東北の里山は、『ク

リ帯Jと呼ばれるほど過去にはクリの高齢・大本が多かつたといわれています。ところが

鉄道の枕本として使用されその延伸とともに膨大な量の伐採がなされました。あるいは戦

後中国から入つた『クリタマバチ」が全国的に蔓延したことなどにより減少してしまつた

歴史があります。

枕本はコンクリートに替わりました。そして日本のクリの本の中から今では「クリタァ

バチ」に強いこどものクリが少しずつ増えてきているそうです (自然はすごい !)。 「チュ

ウゴクオナガバチ」と言う天敵も導入されました。少しずつ復活しているようです。

本 国もきれいで育ちも早い、製関する果実も美味しく、材も有用、ヤマグリ

も栽培種のタリも野山に増えることを願っています。

参考文献   『選かなる縄文の声」  岡田康博著  NHKブ ックス
「樹と森のものがたり」 西日親雄   つげ書房新社
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1磐
峰川ダム法面の植生回復の試み

(現場見学と講演会)

1月 28日 (日 )

晴れ やや寒

16名  守口・板橋・川岸
弓場・古川・ 明石

・樋口・福谷・勝田 (均・緑)・ 境

・岩田 0小嶺・豊島・ 林・りII井

全労済環境活動助成の支援を受けて、恒例
となった新春講演会を実施。奈良教育大学

教授 松井  淳 氏を迎え、春日連山の北部を流れる岩井
川ダム開発に伴う法面の植生

再生をテーマに、現場見学に続き大学
の一室にて講演会を催す。

近鉄 奈良駅からタクシーで20分。山間の深
い渓谷に岩井川が流れ、セメントの大

屏風が科学の粋を誇らしげに、大自然
を遮断する。川沿いに幅員された県道。殺

がれた

広大な山肌が今日の舞台である。

山肌は一面の七原。行政が緊急処置
として播種したと言う。一定の場所に害獣除

けの

柵が幾つもあって、ミステリ
ー サークルと名付けられた先生方の研究

スポットが並ぶ。

イヌシデ・ クリ・ モッコク・ ダン
コウバイ・ムラサキシキブ・ ツク

バネガシ・ タニウツ

ギ・ ヤマザクラ・ウグイスカズラ 等
の幼木・若木が植栽され、成育状態

の試行錯誤が

続いている。

山林の再生には地域固有の自然回復
が重要となり、春日山の生態系と

の調和が必要て

あり、外来種の排除、また野生動物と
の軋鞣も大きな課題とも言われて

いる。

午後の講演会では森林再生・法面緑
化・河辺植生の研究課程の説明

があり、新しい学

理論を勉強させて頂いた。侵略的外来
種 (ア メリカオニアザミ・シオ

ザキソウ・プラジ

ルチドメグサ・ シナダレスズメグサ
。オオフサモ等々)の排除。生物群集・生態系機能

の歴史性についても熱っぽい講話を拝聴
し、若き先生にエールを送り散会。

ダム開発の功罪はさておき、将来先生
方の研究成果が生かされるのか、

この広大な法

面が行政・業者の理解のなか
でシナリオ通り進展されるのか、予算

・労力はもとより、

時間経過による人事的変化も
一貫性を欠く事にはならない

のか。疑心を抱えながら帰路

につく。

後日、近鉄橿原線の車中か
ら春日の山並みを遠望すると、

くつきりと削られた山肌が

目に入り、思いを新たに人間
の所業に憤りに似た新たな感慨

を感じたものである。

現場から大学まで徒歩で山を下
られた参加者の皆さん、ご苦労さ

んでした。
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担当 川井 秀夫
林  令子

日 時

天 候

参加者



小田久美子

冬 11皇量[1争 環靭 亀‐;i3ず 窓 総 [案
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時期に鳥たちのために残して置くやさしい日本人の心使いがありました。 そして青森県

津軽地方にはかつて「雁風呂を焚く」という風習がありました。 ガンの群れは、秋シベ

リア大陸から日本海を渡って飛来確行)し、その時嘴にそれぞれの本の枝をくわえて飛んで

来るのだそうです。長い渡りの途中で、本の枝を海に浮かべてその上に止まつて翼を休め

るためです。津軽に舞い降りるとその本の枝を置いて日本列島を南下します。 そして春

シベリアに帰る(北帰行)時、浜辺に置いておいた本の枝を再びくわえて日本海を隊列確行)

組んで又渡つて行くのです。でも帰れない鳥が相当数いて、本め枝がそのまま沢山残され

ていることがあります。その本の枝を

集めて燃やし風呂をわかしてガンの供

養をしたのだそうです。 いかにも最

果ての津軽らしい素朴でやさしいお話

ですが『雁風呂」というその言葉さえ、

彼の地でも知る人は少なくなつたよう

です。 昨年 11月 、日本最大の雁の

越冬地「伊豆沼」に行きました、朝

夕の時からの飛び立ち、時へ帰って

くる時の「雁行Jを大感動で見るこ

とが出来ました。

いつまでもこの光景に出会える環境を残したいと祈念しながら。

雁行 1北帰行 そして 雁風呂

春一番阿騎の大野の目覚めかな

春寒の風が吹く。草木の芽吹きが大地の鼓動を伝える。春の

クライマックスは間近である。阿騎野の山野は素晴らしい。

木華咲く季節待たるる四方の里

冬日射す柳生歩道に旅人まばら

川井 秀夫

樋日 善雄

「当季雑詠」

★2月 3日レンジヤクが見られました。矢国民俗博物館50羽・依水園
10羽  (小田さlvの友人より)

★2月 7日朝畑横の公園T●グイスが鳴く練習を始めました。13日夕方は庭で遠慮
がちに鳴く練習をし

てました。14日はつきりとかわいく『ホーホケキヨ:」と初音を聞かせてくれました。
(斎藤)

★【斑鳩より】竜田川で1/27ウグイス初鳴き。昨年は2/27で1か月早いt・●.神南:“
レンジゼ
"羽
が

赤い実を食べてし嗜した。1/29ウソ♀、2/15♂ .2/19♂ 5羽。2/20イ
カル20羽‐|― (購田)

・                  : 11
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